国立沖縄青少年交流の家　予備講習受講申込書
〔受講者本人記入欄〕
	ふりがな
氏　名
	
	申込印
	
	生年月日
	昭和　　年　　月　　日
	

	
	
	
	
	
	
	

	連絡先
	（〒　　　－　　　　）
　　　　　　   　　　  　　 市
　　     沖縄県　　  　　　 町
村

	

	
	（ＴＥＬ）　　　　－　　　　－　　　　　（携帯）　　　　－　　　　－　　　　
	

	
	
	

	受講対象者の区分
※①～④の中から該当する区分に記入してください。

	①小学校・中学校・高等学校に勤務している者
	（勤務校）

	（職名）該当職を○で囲んでください。　
教諭　・　助教諭　・　講師　


	
	②指導主事・社会教育主事
　等
	（勤務先）

	（職名）



○ 所持する免許状について記入してください。※記入の方法は２枚目を参照ください。
	免許状の種類
	教科
	特別支援教育領域

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


※所持する免許状が上記以外にある場合、それらの免許状について、別紙に記入し添付してください。
〔証明者記入欄〕※ 校長等により受講対象者であることの証明を受けてください。証明の方法は２枚目を参照ください。（証明書類の添付でも可）
　上記の者は以下の①、②いずれかに規定する受講対象者に該当する。
1 国公私立の幼稚園・小学校・中学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校に勤務する校長（園長）・副校長（副園長）・教頭・主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭・養護教諭・養護助教諭・講師
2 指導主事・社会教育主事等
平成　　年　　月　　日 　　　 　　 
（証　明　者　名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
（参考）
〔受講者本人記入欄について〕
○所持する免許状の欄の書き方について
	免許状の種類
	教科
	特別支援教育領域

	幼稚園教諭（普通）
専修・一種・二種免許状
	
	

	小学校教諭（普通・特別）
専修・一種・二種免許状
	（特別のみ）
国語、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、体育
	

	中学校教諭（普通・特別）
専修・一種・二種免許状
	国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、保健、技術、家庭、職業、職業指導、職業実習、外国語（英語、ドイツ語、フランス語その他の外国語）、宗教
	

	高等学校教諭（普通・特別）
専修・一種免許状
	国語、地理歴史、公民、数学、理科、音楽、美術、工芸、書道、保健体育、保健、看護、看護実習、家庭、家庭実習、情報、情報実習、農業、農業実習、工業、工業実習、商業、商業実習、水産、水産実習、福祉、福祉実習、商船、商船実習、職業指導、外国語（英語、ドイツ語、フランス語その他の外国語）、宗教
（一種のみ）
柔道、剣道、情報技術、建築、インテリア、デザイン、情報処理、計算実務
	

	特別支援学校教諭（普通）
専修・一種・二種免許状
	
	視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者、病弱者

	特別支援学校自立教科教諭（普通・特別）
一種・二種免許状
	理療、理学療法、音楽、理容、特殊技芸（美術、工芸、被服）
	

	特別支援学校自立活動教諭（普通・特別）
一種免許状
	視覚障害教育、聴覚障害教育、肢体不自由教育、言語障害教育
	

	養護教諭（普通）
専修・一種・二種免許状
	
	

	栄養教諭（普通）
専修・一種・二種免許状
	
	


〔証明者記入欄について〕
○受講対象者の証明の方法について
	受講対象者の区分
	証明の方法

	教育職員・
教育の職
	国公私立の幼稚園・小学校・中学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校に勤務する校長（園長）・副校長（副園長）・教頭・主幹教諭・指導教諭・教諭・助教諭・養護教諭・養護助教諭・講師
	公立学校
	校長の証明
※校長本人の場合は教育委員会

	
	
	国立学校
	校長の証明
※校長本人の場合は法人の長

	
	
	私立学校
	校長の証明
※校長本人の場合は法人の長

	
	
	共同調理場に勤務する学校栄養職員
	場長の証明
※場長本人の場合は教育委員会

	
	指導主事、社会教育主事その他教育委員会において学校教育又は社会教育に関する専門的事項の指導等に関する事務に従事している者
	任命権者の証明


（別紙）
	免許状の種類
	教科
	特別支援教育領域

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



事前課題意識調査票

所属 （
 
　             　）  氏名  （    
　　　　　　　   ）
よりよい講習にするために，この内容を事前に各講師にもお伝えしたいと思います。
開示（質問４を除き）しても差支えのない範囲で，できるだけ簡潔にお書きください。
１　本講習への参加動機について
（１）あなたは『体験活動』が，子どもたちの成長にどのような効果をもたらすことを期
待していますか？　※「～のような活動によって，～のような効果を期待」のように，具体的なイメージをお書きください。
（２）(１)の効果をもたらすために，教員としてどのような能力（技能）を身に付けてい
ればよいと考えますか？ ※「～のためになる，～のような能力（技能）」と，なるべく具体的にお書きください。
２　『体験活動』の経験について
（１）「自然体験活動」について，自分自身ではどのようなご経験をお持ちでしょうか？
（２）過去に国立沖縄青少年交流の家（旧名称：国立沖縄青年の家）が募集した事業に参
加したことがありますか？
　     ない　・　ある　（どちらか○印を）
       ※あるという方は，どのような事業でしたか（覚えている範囲でかまいません）。
３　今回の各プログラム講師へのご要望・期待する内容等がありましたらお書きください。
（１）講義Ⅰ「学校教育における体験活動の意義」
（２）講義・演習Ⅰ「プログラムの企画立案」
（３）講義・演習Ⅱ「星座観察の技術と指導方法」
（４）講義・演習Ⅲ「渡嘉敷の森と海を歩く」
（５）実習Ⅰ･Ⅳ「キャンプ設営の実際」
（６）講義Ⅱ「安全管理の基礎」
（７）講義・演習Ⅲ「安全管理の実際」　救急救命法

（８）実習Ⅱ「野外炊飯の基礎」
（９）実習Ⅲ「夜間プログラムの運営基礎」
４　その他，講習に関して何か連絡事項があればお書きください。
※　ありがとうございました。本調査表は「予備講習受講申込書」と一緒に国立沖縄青少
年交流の家へ郵送してください。







 （顔写真）
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国立沖縄青少年交流の家





こちらにも記名をお願いします。所属（	　　　　　　　　）氏名（　　　　　　　）








